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研 究 題 目 

（応募部門） 

 

地震・津波・洪水に強い地域づくりに向けて～地区防災プロ

グラムの開発・実装と展開～（A：自由研究部門、F：まちづく

り研究分野） 

 

研 究 概 要 

 

令和 6 年能登半島地震では，北陸で甚大な地震・津波被害が

生じた。令和 5 年には小矢部川で既往最大洪水が生じるなど

豪雨災害も頻発している。地震時の津波避難では車による避

難渋滞で混乱が生じるなど，安全安心と思われていた富山で

も今後しっかりと災害に備える必要がある。よって，本フィ

ールドワークは，富山市などを対象に，地区防災教室を展開

する。防災教室では，地震対策，防災街歩き，ハザードマップ

の確認，災害時のマイタイムラインの作成などに取り組む。

従来から実施している洪水・津波被害調査結果や最先端シミ

ュレーションでリスクの見える化を行い，地震・水害時にど

のような対応が富山で必要かを整理・提案する。 

 

これまでの活動状況と

今後の活動予定 

（300字程度） 

 

 

 

 

 

現在までに，津波，洪水災害に関する，第一回富山水災害セミ

ナーを開催し，第二回を来年 1 月に開催予定である。また，

富山市の町内会を対象とした地区防災セミナーを連続開催中

である。この活動の成果や素材を他の地区に伝搬させるため

に，第二回の水災害セミナーでの周知や HPでの地区募集を強

化していく予定である。 

 洪水の数値計算および津波計算や現地調査を精力的に実施

しており，今後の富山の水害リスクの見える化を通じた避難

地区計画の策定も検討中である。更に，津波や洪水を対象と

した避難に関するアンケートを実施中であり，これらより得

られた知見を地区防災計画に反映させるための活動を今後行

っていく予定である。 

当初予定と変更がある場合

は変更点を記述ください。 

 

 当初はアンケートの予定はなかったが，住民の意識や避難

状況を正確に把握するために実施している。また，能登半島

豪雨の知見も取り入れるため能登の調査も実施している。 

 



写真 1：地区防災教室の板書の様子 

 

写真 2：能登半島豪雨災害現地調査の様子 

 

 



写真 3：実施したアンケート調査の概要 

 


